
修正前 修正後

1 数値目標について
（３頁）

１消費者被害の防止減少
令和９年度に０％を目指します。
２消費者トラブルの解決
計画期間を通じて１００％を目指
します。
３消費者施策に対する評価
令和９年度に５０％以上を目指し
ます。
にした方がよいのでは。目標は高
くして、努力した方がよい結果が
出ると思います。

　本計画の数値目標は、群馬県消費生活問題
審議会に諮り設定した項目で、実現可能性を
踏まえ定めていますので、原案のとおりとさ
せていただきます。

無 － －

2 用語の変更について
（８頁１行目）

「高齢者」を「利用者」に変更し
ていただきたい。
（理由）
　デジタルデバイドは高齢者に
限った問題ではなく、高齢者、障
がい者、若年者を含めデジタル環
境に慣れていない人すべてに係わ
る問題だと思われます。計画の主
旨としては、対策の必要性や対応
可能性から「高齢者」を代表とし
て記載していると思いますが、対
策を必要とする対象をより幅広く
捉えた方が良いかと思います。

　デジタルデバイドは、御意見のとおり、高
齢者に限った問題ではありませんが、表２の
とおり、高齢者の相談で「通信販売」が多
く、デジタル化の進展により、より高齢者の
消費者被害の増加が懸念されるとの認識か
ら、特に高齢者への配慮が必要性であると記
載しています。
　後段で「また、デジタルデバイド（情報格
差）の状況により、トラブルの回避やトラブ
ルへの対処に影響してくる可能性が考えられ
るため、インターネットを利用しない人や十
分に利活用できない人に対し、多様なコンテ
ンツでの情報提供などが求められます。」と
消費者一般に対する配慮についても記載して
いますので、原案のとおりとさせていただき
ます。

無 － －

3 文章の追加について
（８頁１３行目）

８頁１３行目以降に以下の文章を
追加していただきたい。
それ以外にも、今後生成ＡＩなど
デジタル技術の進化により、架
空・不当請求などがより巧妙化す
ることが予想されるため、その対
応も求められます。
（理由）
　生成ＡＩが消費生活に与える
様々な可能性とリスクについてど
こかで言及する必要があると思
い、一番影響を与えると思われる
デジタル化がもたらす課題の中で
取り上げて頂きたく思います。

　生成ＡＩを含むデジタル技術の進化につい
ては、御意見のとおり、その技術を消費者を
騙す目的での悪用も懸念されます。しかし、
生成ＡＩ等の悪用リスクに係る消費者トラブ
ルの内容は、架空・不当請求に限らず様々で
不明確であると認識しております。そのた
め、デジタル化の進展における課題として、
「様々なトラブルに陥る危険性があることを
しっかりと認識する」必要があると記載して
いますので、原案のとおりとさせていただき
ます。
　なお、ＡＩのリスクについては、現在、国
（内閣府）のＡＩ戦略会議で議論され、論点
を整理している段階と認識しています。

無 － －
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第２章１消費者を取り巻く環境の変化
（２）デジタル化の進展

第１章計画策定の基本的な考え方
　【数値目標】
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4 消費者月間啓発事業
について
（１９頁下から６行
目）

消費生活センターの認知度を上
げ、消費者が困ったときにすぐに
相談できる状態にすることは重要
な課題です。
消費者が怪しいと感じた時に、す
ぐに消費者ホットダイアルに相談
できるように、電話機のそばに置
ける、いややんグッズ、ステッ
カーなどの配布を計画に加えてく
ださい。

　消費者ホットダイヤル「１８８（いや
や）」は、全国共通の電話番号から消費生活
センター等の消費生活に関する身近な相談窓
口を案内するもので、平成２７年7月１日から
消費者庁が導入しています。消費者ホットダ
イヤルの認知度向上のため、新たに専用啓発
グッズ作成予定はありませんので、原案のと
おりとさせていただきます。
　なお、引き続き、消費者ホットダイヤル
「１８８」について、消費者庁のチラシや県
ホームページ等で周知してまいります。

無 － －

5 用語の変更について
（２４・２６頁）

高校→「高等学校」に統一（４か
所）した方が良い。
（理由）
　他の頁との整合性から統一した
方が良いと思います。

　御意見を踏まえ、用語の統一性を図り、原
案での「高校」を「高等学校」に修正させて
いただきます。

有

１７頁基本方針Ⅱ８行目
「高校等における」
２４頁５行目
「小・中・高校、」
２４頁１９行目・２１行目
「高校等における」
２６頁１９行目・２１行目
「高校等における」
４０頁の項目欄１０行目
「高校等における」
４１頁下から２行目
「高校や大学」

１７頁基本方針Ⅱ８行目
「高等学校等における」
２４頁５行目
「小・中・高等学校、」
２４頁１９行目・２１行目
「高等学校等における」
２６頁１９行目・２１行目
「高等学校等における」
４０頁の項目欄１０行目
「高等学校等における」
４１頁下から２行目
「高等学校や大学」

6 消費者被害防止出前
講座実施件数につい
て
（２６頁）

目標値４０件以上とあるが、一番
大切な部分　８０件としてもっと
数多くの重要性を認識すべき。

　消費者被害防止出前講座は、県以外の自治
体（市町郡消費生活センター等）でも実施し
ていますので、県の消費者被害防止出前講座
に対する依頼が大幅に増加するとは想定して
いません。また、限られた人員の中で出前講
座を実施していることから、消費者被害防止
出前講座実施件数の目標値は、基準値（実
績）を踏まえ設定していますので、原案のと
おりとさせていただきます。

無 － －

第３章消費者施策の基本方針及び講ずべき施策
　基本方針Ⅰ　消費生活情報の発信

第３章消費者施策の基本方針及び講ずべき施策
　基本方針Ⅱ　消費者教育の充実
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7 消費生活相談技術向
上研修会の開催につ
いて
（２８頁１４行目）

消費生活センターの相談員のスキ
ルアップは重要な課題です。合わ
せて、消費生活センターでは、人
材確保に苦慮しているようです。
専門的な知識を持って対応できる
相談員の確保は、地域によっては
困難であることが予想されます。
スキルアップはもちろんですが、
体制確保の支援についても計画に
加えてください。

　消費生活センターの運営につきましては、
２７頁１３行目に記載しているとおり、消費
者安全法の規定により市区町村消費生活セン
ターは、消費者に最も身近な最前線の窓口と
しての役割を担っています。そのため、「市
町村相談・啓発体制の支援」について、２８
頁３行目から記載しているほか、県では、平
成２４年から群馬県消費生活相談員人材バン
クを設置し、消費生活センターで相談業務に
携わる消費生活相談員の人材確保に努めてい
ますので、原案のとおりとさせていただきま
す。

無 － －

8 市町村等における消
費者安全確保地域協
議会の設置数につい
て
（３１頁３項目）

市町村等における消費者安全確保
地域協議会の設置について、目標
をもって設置を進めていくことは
意義のあることです。官民の協力
により、目標が達成されることを
期待します。

　御意見ありがとうございます。市町村等に
おける消費者安全確保地域協議会の設置につ
いて、引き続き、市町村等に周知してまいり
ます。 無 － －

9 特殊詐欺被害の発生
件数目標について
（３２頁１項目）

近年の特殊詐欺については、一人
当たりの被害金額が高額となり、
全体の被害金額も増加傾向にあり
ます。過去１年間に消費者トラブ
ルに遭った人の割合を目標として
いますが、特殊詐欺被害の発生件
数とあわせて、特殊詐欺被害の被
害金額削減についても目標設定し
てください。

　御意見のとおり、近年、オレオレ詐欺や架
空料金請求詐欺をはじめとする特殊詐欺の被
害が高齢者を中心に生じていて、高い水準に
あります。そのため、被害発生件数の動向を
把握し、必要な施策を検討するため、第３次
群馬県消費者基本計画から新たに特殊詐欺被
害の発生件数を指標（参考値）として加える
ことにしました。
　特殊詐欺被害防止の目的は、「被害の根
絶」であり、特殊詐欺被害の発生件数及び被
害金額の目標設定は困難であると認識してい
ますので、原案のとおりとさせていただきま
す。ただし、それが分かるように説明欄を修
正させていただきます。

無 － －

10 エシカル消費啓発講
座実施回数について
（３９頁１項目）

エシカル消費ほとんど知られてい
ない現状から、目標値１５回とあ
るが、もっと数多く５０回ぐらい
の目標をたてて積極的に行うべ
き。

　御意見のとおり、エシカル消費の認知度を
高める必要があると認識していますが、エシ
カル消費啓発講座は、そのニーズの高まりが
予測できないため、実現可能性を踏まえ１５
回（令和６年度から１０年度までの累計）と
していますので、原案のとおりとさせていた
だきます。

無 － －

第３章消費者施策の基本方針及び講ずべき施策
　基本方針Ⅲ　消費者被害の未然防止・救済

第３章消費者施策の基本方針及び講ずべき施策
　基本方針Ⅴ 持続可能な社会形成の推進
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11 １推進体制について
（４３頁）

庁内部横断的組織「群馬県消費者
行政推進本部」を設置していると
ありますが、具体的な内容につい
て掘り下げた記述をして下さい。

　群馬県消費者行政推進本部は、県民生活に
重大な影響を与える消費者問題が発生したと
き、関係各部局が連携し総合的に対処するた
めの組織です。同本部設置後、幸いそのよう
な重大な消費者問題は発生していません。
　御意見については、４３頁９行目以降に、
同推進本部の下部組織である「幹事会」や
「検討部会」について、具体的に記述してい
ますので、原案のとおりとさせていただきま
す。
　なお、第２次群馬県消費者基本計画の資料
編で同本部設置要綱を掲載していますが、第
３次群馬県消費者基本計画の資料編でも同様
に掲載いたします。

無 － －

第５章計画の進行管理
　１推進体制
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